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新個別税効果会計プログラムの概要と操作の流れ

● 概要
本システムは個別税効果会計の内訳表の作成及び決算書に添付する注記を作成するプログラム

です。

● 呼び出し方
1. 申告･個人･分析を選択します。

申告 (Ｆ９) を押します。

Pagedown を押し、PAGE2/2に切り替え

ます。

2. 個別税効果ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのNo.を選択します。

２３０ Enter を押します。

● 入力方法

1. 「ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ」を入力します。

※ユーザコードを入力すると、登録して

いるユーザ名と年度を表示します。

新規登録の場合は｢年度｣及び｢ﾕｰｻﾞ名」

を入力します。

2. 「１」入力・訂正を選択します。

3. 新個別税効果の画面を表示します。
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4.［1］税効果の内訳表を作成すると[2]繰延税金資産及び負債の発生の原因の内訳を作成できます。

←【税効果内訳表】

【繰延税金資産及び負債の

発生原因別内訳】↓

←【実行税率と負担率の差異の内訳と注記事項】

を作成します。
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● プリント方法

１. 「２」プリントを選択します。

２. 左図の画面より出力用紙を選択します。

印字位置をずらしたい場合は、以下の手順で

ずらすことができます。

オフセット 「１」再調整して印刷を選択します。

オフセット調整を実行し、印字位置を調整します。

㎜上にずらす場合 － ○○

㎜下にずらす場合 ＋ ○○

㎜左にずらす場合 － ○○

㎜右にずらす場合 ＋ ○○

※調整値はプリンタごとに記憶します。

終･HOME （F5）キーを押します。

３． Enter キーを押します。
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入力・訂正・機能

各キーの機能

各キーには以下の機能があります。

【項目を移動するキー】

Ｅｎｔｅｒ 次項目に進みます。

次項目に進みます。→

ＴＡＢ １項目前に戻ります。←

１行下に進みます。↓

１行上に戻ります。↑

【訂正時に使うキー】

１文字ずつカーソルが移動します。← →

Delete カーソルの文字を１文字ずつ消します。

Back Space カーソルの１文字前の文字を消します。

ＥＮＤ カーソルの文字以降を全部消します。

抹 消 （Ｆ４） １項目に入力したものを全部消します。

Shift ＋ → 後 → ← 訂正したい文字のある項目にカーソルを止め
項目内でカーソルが移動できます。

【画面を切り替える時に使用するキー】

Home 画面サイズを変更します。

Page Down Ctrl ＋ ↓ 画面を下へ移動(スクロール)します。

Page Up Ctrl ＋ ↑ 画面の上へ移動(スクロール)します。

Ctrl ＋ Page Down

Ctrl ＋ → 画面を右へ移動(スクロール)します。

Ctrl ＋ Page Up

Ctrl ＋ ← 画面を左へ移動(スクロール)します。

Page Down 複数頁入力できる表の場合、次頁へページめくりします。

Page Up 複数頁入力できる表の場合、前頁へページめくりします。
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【計算するキー】

演 算 （Ｆ７） 入力した金額を集計し、計算結果を表示します。

【データ読み込みで使用するキー】

会 計 読 （Ｆ３） 指定した会計データ読み取り期間で、同一ユーザコード
の会計データを読み込みます。

【行編集のキー】

ソ－ト（Ｆ１） 金額の多い順に並びかえます。
行抹消（Ｆ２） １行削除

行編集 行挿入（Ｆ３） １行挿入
(Ｆ６) 行入替（Ｆ４） 行と行の入替 （例）１行目と８行目

コピー（Ｆ６） １行丸ごと別行へコピー （例）１行目を８行目へコピー
終･HOME(Ｆ５） 行編集の終了(行編集中にはカーソルを移動できないため)

※行編集中はカーソルを移動することができません。

【登録や終了時に使うキー】

終 了 （Ｆ５） 入力したものを登録します。
登録が終了すると最初の画面に戻ります。

【記憶に使うキー】

Insert 入力してある項目を記憶し、他の項目欄にコピーします。

＜操作方法＞

××銀行 1）コピー元の項目にカーソルを移動し Insert を
△△銀行 押します （記憶します）。
■

2）コピー先の項目（空欄）にカーソルを移動し
ここへコピーする方法 Insert を押しますと、コピー元の項目の内容が

コピー先の項目へ表示します。

住所入力の便利な機能

７桁郵便番号変換ができます （全プログラム共通）。

例）東京都千代田区神田松永町と入力する場合：郵便番号は「101-0023」です。

１）101-0023 と入力し、スペース を１～２回押します。
画面左下の表示が

101-0023 → 東京都千代田区神田松永町 → 千代田区神田松永町

の順で変換します。

２）上記のように変換していきますので Enter を押して決定します。
残りの住所は手入力となります。

※ Windowsの漢字変換の設定により変換できる場合とできない場合があります。
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入力画面の説明

※グリーンの はウィンドウを開くボタンになっています。(以下『サブミット』と表記)

マウスの矢印を合わせて左クリックを１回押すと、各項目に応じた選択画面を開くことが

できます （サブミットにカーソルが止まった際にスペースを押しても画面が開きます ）。 。

※ピンクの はチェックボックスとなっています。□

該当する場合はマウスを合わせて左クリックを１回押すと チェックマークが付きます。ν

（ 枠にカーソルが止まった際にスペースを押しても ）□ νが付きます。

※グレー枠 は自動計算枠です （手入力はできません ）。 。

※オレンジ枠 は自動計算枠ですが手入力もできる枠となっています。

手入力後は黄色枠 に変わります （手入力データ優先）。

手入力データを消す場合は、 抹消 （F4）又は ＥＮＤ を押します （自動計算結果。

を表示し、オレンジ枠 に戻ります ）。

マウスでクリックすると

チェックマークが付きます。

クリックすると項目内容に

合わせたウィンドウを開きます。
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※画面切替 は画面表示サイズを３段階の大きさに切り替えることができます。

キーボードの Home でも操作可能です。

下図のように画面左上に、拡大表示・標準表示・縮小表示を押すことにより３段階に

画面が切り変わります。

※プレビュー 又は ○○ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ は印刷イメージを画面で表示する為のボタンです。

印刷イメージを見る表にマウスを合わせ左クリックを１回押して下さい。

画面にプレビューを表示します。

※プレビュー後、印刷も可能です。

※印刷 又 ○○印刷 は指定ボタンの表を白紙印刷します。印刷 にマウスを合わせて

左クリックを１回押すと『印刷中』と表示して印刷が始まります。

マウスで左クリックすると印刷

イメージを表示します。
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マウス機能

【 よく使用する文字の登録 】
例 「○○事務所」と登録します。）

1.項目に登録したい文字を入力します。

例）税理士名の項目に税理士名を入力

2.登録する文字を表示したらマウスボタ

ンの右をクリックします。

3.マウスメニューより「選択リストへ

登録」を選択します。

4.再度、マウスボタンの右をクリック

した際にマウスメニューに「登録し

た文字」を表示したら登録完了です。

※尚、登録した文字は登録順に保存

します。

※登録データを削除するには

マウスの右ボタンをクリックし 「選択リストから削除」にマウスを合わせると登録してある、

文字を表示しますので削除する項目をクリックして下さい。

【 [コピー］[貼り付け] 】

任意の語句を一時的に記憶し、別の項目へコピーすることができます。

（語句の記憶は同一表内に限ります ）。

1.コピーしたい語句の上で、マウス右ボタンをクリックし、[コピー]を選択します。

、 、 。2.コピーしたい項目に移動し マウスの右ボタンをクリックし [貼り付け]を選択します

選択リスﾄへ登録を
選択

コピーを選択

コピーする項目に
カーソルを移動

貼り付けを選択
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[1] 税効果内訳表

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ・会社名は、[230]税効果会計計算ｼｽﾃﾑを呼び出した際のﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞとﾕｰｻﾞ名で表示します。

会社名は、上書きで変更できます。

法定実効税率の設定は画面上部の 法定実効税率 をｸﾘｯｸして作業します。

1. 法定実効税率の設定をします。

法定実効行税率 をｸﾘｯｸすると、

左図の画面を表示します。

各該当項目へ率を入力すると法定実効

税率を表示します。

※端数等が違うなどの場合は法定実効

税率に上書き入力して下さい。

【法定実効税率の計算式】

法人税率×(１＋住民税率＋地方法人税率)＋事業税率＋事業税標準税率×地方法人特別税率

１＋事業税率＋事業税標準税率×地方法人特別税率

※小数点第3位を四捨五入
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2. 税効果内訳表の入力を行います。

内訳表は繰延税金資産(流動分)・繰延税金負債(流動分)・繰延税金資産(固定分)・繰延税金負債(固

定分)に分けて入力します。ここで入力したデータを元に、[2]【繰延税金資産及び繰延税金負債の

発生の主な原因別の内訳】を作成します。

・[a]の繰延税金欄は手入力項目ですが、チェックボックスをクリックしたときだけ

[a]一時差異×前期法定実効税率 の計算をします。

・[b][c]繰延税金を手入力、のチェックボックスにチェックを付けることで、金額を手入力する

ことができます。

Ｃ小計＝Ａ繰延税金資産(流動分)計－Ｂ繰延税金負債(流動分)計

Ｆ小計＝Ｄ繰延税金資産(固定分)計－Ｅ繰延税金負債(固定分)計

Ｇ合計＝Ｃ小計(流動分計)＋Ｆ小計(固定分計)

Ｍ欄

Ｍ欄に１を入力すると、[2]繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳へ

「その他」としてまとめて集計し、転記します。※項目名を詳細表示しない場合に便利です。
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※以下は次頁の出力サンプルの仕訳例税効果内訳表を元に、税効果の仕訳を入力して下さい

差額補充法の場合 ･･･ 期中の繰延税金に基づき仕訳を入力

流動分･･･Ｃの繰延税金小計を参照

771 繰延税金資産 4,477,864 751 法人税等調整額 4,477,864

※ﾏｲﾅｽの時は「772 繰延税金負債」

固定分･･･Ｆの繰延税金小計を参照

751 法人税等調整額 12,988,495 774 繰延税金負債 12,988,495

※ﾌﾟﾗｽの時は「773繰延税金資産」

洗い替え法の場合 ･･･ 期首の繰延税金を全額戻し、期末の繰延資産に基づき仕訳を入力

流動分･･･Ｃの繰延税金小計を参照

751 法人税等調整額 2,738,371 771 繰延税金資産 2,738,371

771 繰延税金資産額 7,216,235 751 法人税等調整額 7,216,235

※ﾏｲﾅｽの時は「772 繰延税金負債」

固定分･･･ Ｆの繰延税金小計を参照

774 繰延税金負債 6,936,865 751 法人税等調整額 6,936,865

751 法人税等調整額 19,925,360 774 繰延税金負債 19,925,360

※ﾌﾟﾗｽの時は「773繰延税金資産」

※ 適用初年度は期首の繰延税金を過年度税効果調整額として計上します。
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税効果内訳表出力サンプル
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[2] 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

・ [1]税効果内訳表にて入力したデータを表示します。

(期末残高繰延税金が0円の場合、転記はしません。)

・ 評価性引当額がある場合には、金額を手入力して下さい。

・ プリントサイズは、決算書に添付できるようＡ４となっております。

繰延税金資産･負債の発生の主な原因別の内訳

1. 左図の画面を表示します。

金額等を確認して下さい。

2. タイトル部も変更可能です。

3. 会社名の印刷をしない場合は、

をクリックしてﾁｪｯｸを付けて下さい。□

チェックがない場合は印刷します。

※指定しない場合は印刷します。

尚、印刷しないﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽは、

[3]差異の内訳と連動しています。

4. 評価性引当額にｶｰｿﾙが止まります。

金額 ENTER と押します。

(金額はﾌﾟﾗｽで入力して下さい。)

5. 評価性引当額にｶｰｿﾙが止まります。

金額 ENTER と押します。

(金額はﾌﾟﾗｽで入力して下さい。)

※空白行は詰めて印刷します。
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＜出力サンプル＞

「税効果内訳表」でＭ欄に『1』を入力したデータは
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳では、その他にまとめて集計します。

※印刷時には空欄行を詰めて印刷

します。
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[3] 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の内訳及び注記事項

・法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、

当該差異の原因となった主要な項目別の内訳について計算します。

・会計読期間は、空欄時には【1100】GP申告情報登録から読込んで表示します。

1. 左図の画面を表示します。

2. タイトル部も変更可能です。

3. 税引前当期利益を会計データより

読込む場合は、会計読期間を確認

して 会計読 (F3)ｷｰを押します。

※合併する場合は合併をｸﾘｯｸし、

合併するﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞを指定して

下さい。

4. 会社名を印刷しない場合は を□

ｸﾘｯｸしてﾁｪｯｸを付けて下さい。

※指定しない場合は印刷します。

尚、印刷しないﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽは、

[2]原因別内訳と連動しています。

5. 各行に重要な差異に関する項目と

金額を入力します。

6. その他注記事項がある場合は

タイトルとその注記内容を入力

して下さい。

漢字36文字×10行入力できます。

※項目名にデータがある行を印刷します。

空白行は詰めて印刷します。

※タイトル・注記内容

空白行は詰めて印刷します。

負担率の計算方法

(Ａ)金額×法定実効税率

税引前当期利益金額

例）交際費の損金不算入の計算

2,944,312×0.3211÷289,629,719×100＝0.32 ※小数点第３位以下切捨て

※Ｍ欄について

法定実効税率をかけずに計算する場合はＭ欄に１を入力して下さい。

負担率の計算方法

（Ａ）金額÷税引前当期利益金額

例）住民税均等割額の計算

73,500÷289,629,719×100＝0.02 ※小数点第３位以下切捨て
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法定実効税率と負担率との差異の内訳及び注記事項 出力サンプル
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プリント

税効果内訳表は白紙Ｂ４用紙、それ以外は白紙Ａ４用紙へ出力します。

1. 初期画面にて「２:プリント」を選択しま

す。

2. プリントを行う用紙を選択します。

用紙番号 Enter を押します。

･ 複数枚の表をプリントしたい場合は、

続けてNo.を入力します。

･ 全表をプリントしたい場合は

全指定 (F10)を押します。

･ 指定を変更する場合は､再度用紙No.を指

定します。白黒反転が解除されます。

･ 指定内容を全て解除する場合は

指定ｸﾘｱ (F9)を押します。

3. 用紙の指定が終了しましたら

空 Enter を押します。

4. 指定した用紙について､データが入って

いない表をプリントするかしないかを指定

します。

ﾌﾟﾘﾝﾄする場合 … １ Enter

ﾌﾟﾘﾝﾄしない場合 … ２ Enter

5. 印刷枚数を指定します。

枚数 Enter を押します。

6. 用紙の種類を指定します。

連 帳 の 場 合 … １ Enter

単 表 の 場 合 … ２ Enter
プ切替 (Ｆ１)

複数のﾌﾟﾘﾝﾀを持っている場合、切替が可能です。 7. 印字位置をずらす場合に使用します。

そのまま印刷する場合は２のまま Enter

(※調整方法は後頁参照)

8.“エンターキーで印字開始します”の

対話がでます。

ﾌﾟﾘﾝﾄする場合 … Enter

中止する場合 … 終了 (Ｆ５)

※ ページプリンタでの出力は単表ですが、

連帳の指定を行うと続けてプリントで

きます。
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ページプリンタのオフセット補正プログラムの操作(印字位置調整)

ページプリンタにて出力作業を行う場合、用紙の裁断等により印字がずれる場合があります。
印字がずれた場合のみ「補正」を行います。（部分的な補正は行えません。）
オフセットにおいては、指定プログラムごとにオフセット補正プログラムがあります。
印字位置の調整が必要な場合はオフセットの指定を１．再調整して印刷を選択して下さい。

（※Sysytem-V・ＬＸにおいては新税効果会計計算プログラムの各プリンタに対して１度行えば
どのユーザでも共通で調整できます。）

印字がずれたら、以下の手順で作業を行って下さい。
調整は１表ずつ指定して行って下さい。(複数用紙を選択した場合 対話を表示しません)

① あらかじめデータを入力しておきます。

② 「２」プリント を選択します。

③ 用紙の種類を選択した後､ ｵﾌｾｯﾄの対話を表
示します。

ｵﾌｾｯﾄ 1.再調整して印刷
2.調整値を使って印刷 ･･･[2]

と表示します。

④ 「１」再調整して印刷を選択します。

⑤ 左図画面を表示します。

例） 1,234,567
上に5mm

右に5mm

調整する用紙名を表示しますので確認し
調整をして下さい。

例）縦方向
上に5mmズレていた(下に移動) ⑥ 各用紙を１枚ずつ印字し、印字のズレ具合

→ ５ （上下左右に何mm）を確認します
下に5mmズレていた(上に移動)

数値を→ －５ ⑦ 設定画面にて、補正値に印字ズレの
入力します。
(左図例を参照下さい)例) 横方向

左に5mmズレていた(右に移動)
→ ５ 設定が完了したら、再度 Ｆ５ で書込みま

右に5mmズレていた(左に移動) す。
→ －５ ⑧ 出力の対話に戻ります。

プリントオフセット補正値を設定してプリントを行っても、用紙のセット位置が給紙装置の
状態等により、印字がズレる場合がありますのでご了承下さい。
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ページプリンタにおける縮小印刷方法 ～ Ｂ４出力をＡ４へ ～

ページプリンタでは、用紙のサイズを変更して印刷することが可能です。

ただし、ＮＰＰシリーズにおいて、増設ホッパ(引き出し)を接続している場合は、あらかじめ

２段目、３段目の増設ホッパのﾀﾞｲﾔﾙをＢ4以外(又はＬＴ等)にしてから電源を入れます。

※増設ホッパにＢ4がない場合は自動縮小印刷します。

以下 「Ｂ４をＡ４へ」縮小印刷する方法を説明します。、

オペパネと操作

① ページプリンタの電源を切りＡ４以外のホッパーのﾀﾞｲﾔﾙをＢ４以外にｾｯﾄします。

② 電源を入れます。

③ プリントの指示を出します 「Ｂ４→Ａ４」と表示がでて印刷が開始されます。。

※もしも 「ホッパ１ Ｂ４セット」と表示されましたら 「印刷可」を押して下さい。、 、

ホッパーが１段のみの場合は、あらかじめＡ４をセットし、出力すれば「縮小印刷」

することができます。(一端電源を切る必要はありません。)

指定がよくわからなくなってしまった場合
プリンタの電源を切り、最初からやり直して下さい。

又は

 シフト を押しながら、 リセット を続けて２回押しますと、リセット状態になり、

最初からやり直しすることができます。

尚、この機能はWindowsプリンタにおいては機能しません。
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15.09現在年度更新 繰越項目一覧表

【新個別税効果会計】 …データをそのまま移行 …年度更新処理

※記載されていない項目…データ削除

帳 表 繰 越 項 目
会社名上書きデータ

[1] 税効果内訳表 自年月日・至年月日:年は＋１年

項目名・Ｍ欄

ｅ期末残高(一時差異・繰延税金)→ａ期首残高(一時差異・繰延税金)

※当期データはそのまま残す法定実効税率ｻﾌﾞﾐｯﾄ内 当期→前期

[2] 主な原因の内訳 会社名印刷しないﾁｪｯｸ

合併ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ

[3] 差異の内訳 会計読期間自年月日・至年月日:年は＋１

項目名・Ｍ欄

注記事項タイトル・注記内容

会社名印刷しないﾁｪｯｸ
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